
ムーー

マ
ン
l

ミ
カ

器
、
高
人
講
十
三
曾
、
山
之
上
春
日
於
祉
顕
奥
行
。
一
牌
木
像
あ
り
。
共
地
菩
提
寺
の
時
は
、
地
方
三
百
石

芦
勝
寺
同
断
、
津
幡
於
弘
願
寺
奥
行
。
値
札
渡
銀
子
一
寺
領
あ
り
し
也
。
』
と
記
す
る
。

受
取
渡
所
は
、
於
観
音
町
議
経
寺
取
晴
。
御
用
番
山
一
マ
ン
ボ
ウ
イ
ン
寓
費
院
金
稼
岡
町
に
居
た
蛍

城
守
殿
御
悶
屈
。
』
と
あ
る
如
き
は
是
で
あ
る
。
一
山
振
の
山
伏
で
、
山
脇
を
賀
林
山
と
い
う
た
。

マ
ン
ネ
ン
コ
ホ

9

寓
年
氷
白
山
嶺
上
に
積
つ
一
マ
ン
ボ
ウ
イ
ン
寓
費
院
羽
咋
郡
矢
駄
に
在
っ

て
多
年
消
え
る
こ
と
な
く
、
凍
っ
て
水
晶
を
欺
〈
氷
一
た
笛
山
波
の
山
伏
で
、
八
幡
大
菩
離
を
安
置
し
て
底

g
で
あ
る
。
北
凶
巡
杖
記
に
は
、
『
是
を
含
む
時
は
ロ
一
た
。
後
大
念
寺
新
村
に
移
り
、
明
治
の
初
還
俗
し
た
。

臭
を
去
り
、
限
に
あ
っ
る
も
の
は
限
悔
す
こ
や
か
に
一
貞
亭
二
年
の
尚
来
容
に
鴎
貸
院
が
m
羽
咋
郡
加
茂
庄
村

精
力
を
繍
ふ
。
さ
れ
ど
服
す
る
と
き
は
牌
の
臓
を
破
一
に
居
住
す
る
こ
と
を
載
せ
る
が
、
後
世
こ
の
村
名
は

ち
、
使
遊
を
附
句
し
む
。
』
と
い
う
て
ゐ
る
。
一
な
い
。
矢
駄
の
こ
と
で
あ
ら
う
か
。

マ
ン
ネ
ン
ジ
満
念
寺
羽
咋
郡
符
波
に
在
っ
て
、
一
マ
ン
ボ
ウ
イ
ン
寓
法
院
江
沼
郷
艶
屋
に
臨
す

良
宗
東
一
献
に
鴎
し
、
平
岡
山
と
脱
す
る
。
一
る
臨
島
に
在
っ
た
。
こ
の
島
に
は
も
と
天
台
の
道
場

マ
ン
ネ
ン
ジ
禽
年
寺
岡
主
部
七
海
ハ
今
の
七
一
が
あ
っ
て
腿
品
川
耐
を
砲
っ
て
居
た
が
、
前
回
利
治

見
〉
に
あ
っ
て
、
四
洞
宗
に
臨
す
る
。
臨
永
中
日
照
一
の
時
締
法
院
を
む
い
て
日
活
宗
に
改
め
、
七
商
明
神

E
春

の

開

基

で

あ

る

。

一

と

し

た

。

明

治

の

初

か

ら

荒

践

し

て

、

今

は

存

せ

ぬ

。

マ
ン
プ
タ
ジ
寓
謡
寺
蔭
涼
軒
目
録
長
旅
四
年
一
マ
ン
ボ
・
ウ
ジ
寓
法
寺
も
と
石
川
郡
手
取
に
在

八
周
十
九
日
に
、
『
加
賀
岡
高
蔵
寺
組
傑
云
々
。
御
利
一
っ
た
が
、
殴
手
取
川
の
水
縫
に
遇
う
て
、
越
前
今
立

被
盤
。
』
叉
文
明
十
八
年
五
周
二
十
日
に
、
『
加
賀
閥
一
部
鳥
羽
に
移
っ
た
。
長
宗
西
援
に
屈
し
て
跨
る
。

高
節
寺
入
院
悶
恕
首
座
云
々
。
』
な
ど
L
見
え
る
が
、
一
マ
ン
ヨ
ウ
ジ
ジ
ツ
ヨ
タ
ヨ
ウ
寓
禁
事
費
銭
情

今

そ

の

所

在

を

知

ら

ぬ

。

一

九

加

。

森

問

平

次

が

嘉

永

申

に

起

稿

し

、

明

治

三

十

マ
ン
プ
タ
ジ
寓
福
寺
羽
咋
郡
風
無
に
在
っ
て
二
四
年
七
十
九
歳
で
股
萌
し
た
の
を
、
三
十
七
年
八
十

民

宗

東

波

に

鴎

す

る

。

一

ご

歳

に

し

て

重

ね

て

校

E
を
建
げ
た
も
の
。
箆
葉
集

マ
ン
プ
タ
ジ
満
超
寺
珠
洲
郡
松
波
に
在
っ
て
二
中
に
あ
ら
は
れ
た
史
設
を
年
代
の
願
序
に
従
っ
て
集

問
洞
宗
に
臆
す
る
。
山
撹
は
般
白
山
。
臨
安
中
臨
憐
一
録
し
、
そ
れ
に
該
博
の
考
謹
を
附
し
て
ゐ
る
。

の
術
仰
胤
之
を
閲
廿
指
し
た
が
、
後
一
旦
荒
厳
に
臨
し
一
マ
ン
ヨ
ウ
シ
ユ
ウ
寓
葉
集
天
平
サ
一
年
は
謹

た
。
磁
涼
粁
目
録
文
明
十
九
年
軍
用
六
日
に
、
『
自
能
・
一
武
夫
泉
在
住
の
末
年
で
あ
る
。
こ
の
年
四
周
十
四
日

鷲
議
筋
寺
朕
到
来
。
住
持
猷
雲
舟
也
。
』
叉
同
周
八
日
一
元
を
天
平
感
貨
と
改
め
た
が
、
七
月
二
日
孝
殺
天
皇

に
、
『
識
調
寺
奥
府
中
相
距
コ
一
日
程
。
駕
飴
有
限
風
則
一
践
昨
し
給
う
た
か
ら
、
誕
に
天
平
勝
践
と
名
づ
け
た
。

一
日
程
之
由
、
使
倫
白
之
。
』
と
い
ふ
も
の
是
で
あ
一
笛
時
能
奄
は
越
中
に
併
合
せ
ら
れ
、
加
賀
は
筒
越
前

る
。
後
に
臨
軍
部
山
問
調
雲
寺
主
代
停
仰
之
を
再
興
一
の
一
部
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
越
中
に
守
で
あ
っ
た
の

し
た
。
そ
の
塔
司
に
貨
光
院
・
滴
金
寺
が
あ
っ
た
が
一
は
大
伴
家
持
で
、
越
前
に
捺
で
あ
っ
た
の
は
大
伴
池

今
は
存
せ
ぬ
。
能
菅
名
跡
志
に
、
『
積
賀
山
満
額
寺
と
一
主
で
あ
っ
た
。
二
人
共
に
漢
文
に
長
じ
和
歌
に
巧
で

い
ふ
節
宗
あ
り
。
大
寺
に
て
則
常
陸
介
ハ
松
彼
氏
〉
位
一
あ
っ
た
が
、
実
.
平
廿
一
年
三
周
及
び
天
平
勝
箆
元
年

十
二
周
池
主
が
家
持
に
贈
っ
た
歌
は
巻
十
八
に
載
せ

ら
れ
、
叉
天
平
サ
一
年
家
持
の
能
奮
を
巡
行
し
た
際

の
歌
は
巻
十
七
に
載
せ
ら
れ
て
、
共
に
地
名
と
地
理

と
に
関
す
る
研
究
問
題
を
提
供
す
る
。
そ
の
他
巻
十

八
の
家
持
が
能
脅
に
提
珠
を
産
す
る
こ
と
を
趨
ぺ
た

獄
、
及
び
巻
十
六
の
能
鷲
凶
歌
と
題
し
た
地
方
人
の

俗
献
も
共
に
注
目
の
倒
値
が
あ
る
。

‘也、、
ミ
イ
ケ
三
池
河
北
部
小
坂
庄
に
闘
す
る
部
稿
。

錨
同
記
に
、
郡
家
を
ミ
イ
ケ
と
訓
ず
る
こ
と
が
排
色

立
成
に
見
え
る
か
ら
、
こ
の
地
は
加
賀
郡
の
郡
府
の

あ
っ
た
所
で
あ
ら
う
と
記
す
る
。

ミ
イ
ケ
デ
ン
タ
ノ
カ
タ
ナ
三
池
健
太
の
刃
前

回
氏
の
軍
資
で
、
大
儒
太
の
太
刀
と
も
稽
せ
ら
れ
、

思
臣
秀
青
か
ら
前
回
利
家
に
奥
へ
た
も
の
。
種
々
の

簸
験
が
あ
っ
た
と
い
は
れ
る
。
一
醤
に
い
ふ
。
一
一
一
泊

傍
太
の
打
物
は
世
に
多
い
が
、
そ
の
内
に
三
振
の
名

作
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
は
禁
袈
に
あ
っ
た
が
焼
亡
し
、

一
は
足
利
勝
軍
よ
り
京
都
愛
宕
山
ヘ
奉
納
せ
ら
れ
、

一
は
即
ち
前
田
氏
の
傍
へ
る
も
の
で
あ
る
と
。

-旬、ィヶ
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ユ
ウ
サ
ン
ガ
タ
=
一
池
流
算
皐
正
徳
・

亭
保
の
頃
、
大
坂
の
人
三
他
市
兵
衛
鍔
患
に
長
じ
、

自
ら
一
一
献
を
聞
い
て
三
池
誠
と
稽
し
た
。
市
兵
衛
後

に
金
欝
に
来
旬
、
務
士
山
本
彦
四
郎
に
そ
の
術
を
授

け
、
加
賀
務
の
銭
感
初
め
て
そ
の
面
白
を
一
新
す
る

を
得
た
。
彦
四
郎
の
門
下
西
永
瞭
林
、
臆
林
の
門
下

下
村
幹
方
、
幹
方
の
後
系
村
松
秀
治
、
秀
先
の
門
下

宮
弁
安
泰
、
安
泰
の
門
下
馬
淵
文
邸
・
稲
川
有
父
、
文

邸
の
子
馬
淵
立
誼
等
制
織
い
で
こ
の
流
を
偲
へ
た
。

八
一
二

εウ
チ

務。

箕
打

期
羽
咋
郡
押
水
大
海
庄
に
あ
る
部

εウ
-
7

三
浦
判
プ
石
川
郡
中
村
郷
に
臨
す

る
部
務
。
石
川
訪
古
続
記
に
、
こ
の
村
に
倉
前
・
馬
場

跡
の
癖
が
あ
り
、
寺
屋
敷
も
あ
る
と
担
す
る
。

句
句
、
ゥ
ラ
ノ
リ
カ
タ
三
浦
乗
賢

E
徳
一
元
年
前
凶

利
常
に
仕
ヘ
、
千
石
を
領
し
て
足
踏
顕
に
任
じ
、
斑

文
十
ご
年
夜
。
子
源
相
縫
い
で
穏
に
仕
へ
る
。

εウ
ヲ
モ
ト
カ
タ
三
浦
根
賢
遺
構
八
郎
左
術

門
・
左
京
・
采
女
。
正
徳
一
苅
年
焚
十
左
衛
門
の
越
知
五

百
石
を
捜
ぎ
、
大
小
締
・
前
回
音
徳
側
小
綿
を
綬
て
、

亭
保
九
年
物
顕
並
に
去
り
、
十
年
ご
百
石
、
元
女
五

年
百
五
十
石
を
増
し
、
同
年
御
馬
廻
顕
に
任
じ
ご
百

五
十
石
を
加
へ
、
延
手
三
年
御
発
、
質
暦
七
年
九
月

十
四
日
六
十
四
歳
を
以
て
残
し
た
。

ξ
ウ
ラ
ヤ

εチ
み
う
ら
や
筋
金
棒
郊
外
側
刷

谷
の
下
な
る
回
聞
か
ら
上
の
坂
路
を
眺
望
す
る
と
、

ま
だ
草
葉
の
萌
え
出
ぬ
頃
、
そ
の
九
十
九
析
な
る
有

捺
が
、
み
う
ら
や
の
館
名
文
字
の
如
く
見
え
る
と
い

ふ
の
で
、
誰
と
な
く
い
ひ
出
し
た
雄
名
で
、
後
に
は

そ
れ
を
吟
じ
た
俳
句
も
あ
り
、
迭
に
鶴
間
谷
の
一
名

の
如
く
に
な
っ
た
。
包
し
務
末
に
近
い
頃
か
ら
の
こ

と
で
あ
る
。
『
ル
ウ
フ
ル
に
み
う
ら
や
管
る
人
呼
ば

ん
閑
夏
』

εZイ
コ
ウ
御
髭
欝
日
蓮
宗
徒
の
閲
組
忌
で

あ
る
。
陰
隠
十
月
十
三
日
に
行
は
れ
た
。
今
十
月
又

は
十
一
周
に
於
い
て
寺
院
に
よ
り
執
行
の
日
を
異
に

す
る
。句
旬、
Z
イ
F
ウ

御

mm
整
能
美
郡
宮
竹
に
在
っ
た
。

そ
の
由
来
替
に
、
元
来
E
林
寺
と
い
う
た
が
、
究
明

中
に
焼
失
し
、
そ
の
後
小
路
を
絡
ん
で
、
法
事
坊
と

い
ふ
者
が
看
司
と
し
て
代
々
居
住
し
た
と
あ
る
。

εカ
イ
三
階
鹿
島
郡
三
階
良
川
保
に
回
し
、


